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一
二
一

は
じ
め
に

本
稿
は
通
俗
小
說
の
大
家
、
張
恨
水
（
一
八
九
五
～
一
九
六
七
）
の
長
編
『
金
粉

世
家
』
と
『
啼
笑
因
緣
』
に
描
か
れ
た
ポ
ス
ト
五
四
の
靑
年
男
女
を
檢
討
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
五
四
新
文
化
運
動
を
經
て
、
科
學
と
民
主
主
義
、
戀
愛
自

由
と
い
っ
た
思
想
が
社
會
に
廣
が
り
、
近
代
的
な
家
族
制
度
や
自
由
戀
愛
の
提
唱

が
新
文
學
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
胡
㊜
（
一
八
九
一
～
一
九
六

二
）
が
い
ち
早
く
脚
本
『
終
身
大
事
』（
一
九
一
九
）
を
手
掛
け
、
戀
愛
の
自
由
を

求
め
て
家
を
出
た
少
女
を
描
い
て
い
る
。
本
論
で
「
ポ
ス
ト
五
四
」
と
い
う
の
は

新
文
化
運
動
が
低
潮
と
な
っ
た
一
九
二
〇
年
代
半
ば
、
特
に
一
九
二
五
年
五
・
三

〇
事
件
以
降
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
時
朞
、
ま
ず
政
治
に
お
い
て
は
國
民
黨
と
共

產
黨
の
對
立
が
激
し
く
な
っ
た
。
思
想
に
お
い
て
は
新
派
知
識
人
の
內
部
に
お
け

る
矛
盾
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
傳
統
や
新
學
の
價
値
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
文
學
に
お
い
て
は
「
國
民
文
學
論
爭
」
が
起
こ
り
、
左
翼
文
學
が
臺

頭
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
五
四
で
は
、
政
治
・
社
會
・
思
想
・
文
學
に
お

い
て
混
沌
と
し
た
局
面
が
續
く
こ
と
に
な
る（

１
）。

ポ
ス
ト
五
四
の
靑
年
男
女
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三

六
）
は
「
傷
逝
」（
一
九
二
五
）
で
男
女
平
等
を
謳
歌
し
同
棲
し
た
男
女
の
別
れ
を

描
き
出
し
た（

２
）。
ま
た
、
茅
盾
（
一
八
九
六
～
一
九
八
一
）
は
「
幻
滅
」（
一
九
二
七
）

で
學
生
運
動
や
戀
愛
で
失

を
味
わ
っ
た
女
學
生
の
姿
を
描
寫
し
た（
３
）。
さ
ら
に
、

丁
玲
（
一
九
〇
四
～
一
九
八
六
）
は
「
莎
菲
女
士
的
日
記
」（
一
九
二
八
）
で
主
人
公

に
欲

を
抱
き
な
が
ら
も
彼
の
卑
し
い
人
格
を
蔑
視
す
る
、
す
な
わ
ち
肉
と
靈
に

引
き
裂
か
れ
て
苦
し
む
ヒ
ロ
イ
ン
を
造
形
し
た（

４
）。
こ
の
よ
う
に
、
男
女
平
等
、
自

由
戀
愛
と
い
う
新
し
い
思
想
を
受
け
つ
つ
、
靑
年
男
女
が
實
際
の
生
活
で
樣
々
な

問
題
に
出
く
わ
し
惱
む
樣
子
は
新
文
學
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
指

摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
三
作
の
主
人
公
は
い
ず
れ
も
近
代
敎
育
を
受
け
た

（
受
け
て
い
る
）
男
女
で
あ
り
、
理
想
（
戀
愛
や
革
命
）
の
た
め
に
家
を
出
て
、
都
市

を
さ
ま
よ
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
新
文
學
以
上
に
多
く
の
讀
者
を
㊒
し
て
い
た
通
俗
小
說
で
は
、
新
文
學

が
描
い
た
自
由
戀
愛
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
時
朞
、

張
恨
水
は
中
國
傳
統
の
章
回
小
說
を
改
良
し
な
が
ら
靑
年
男
女
の
戀
愛
を
描
き
續

け
、
一
九
二
四
年
か
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
、
絕
大
な
人
氣

を
誇
っ
た
。
な
か
で
も
、『
春
朙
外
史
』、『
金
粉
世
家
』、『
啼
笑
因
緣
』
は
い
ず

れ
も
北
京
を
舞
臺
と
す
る
長
編
小
說
で
あ
る
。
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
二
二

九
六
）
の
『
日
出
』（
一
九
三
六
）、
張
愛
玲
（
一
九
二
〇
～
一
九
九
五
）
の
『
沈
香
屑�

第
一
爐
香
』（
一
九
四
三
）
と
を
竝
べ
て
檢
討
し
、
三
つ
の
作
品
に
お
け
る
女
性
の

「
墮
落
」
の
「
原
因
」
や
「
過
程
」「
結
果
」
を
語
る
ウ
ェ
イ
ト
を
分
析
し
た
う
え

で
、
五
四
小
說
に
お
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
に
よ
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
諬
蒙
と
い
う
圖
式
を
指

摘
し
た（

９
）。
許
論
文
は
張
恨
水
の
小
說
と
新
文
學
と
竝
べ
て
論
じ
る
こ
と
の
㊒
效
性

を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

し
か
し
改
め
て
通
俗
小
說
と
新
文
學
を
比
較
し
て
み
る
と
、
張
恨
水
の
小
說
に

登
場
す
る
女
性
の
多
樣
性
に
氣
づ
く
。
敎
育
署
長
の
令
孃
の
ほ
か
、
庶
民
の
女
性

や
沒
落
し
た
家
庭
の
女
學
生
、
召
使
い
、
妾
、
藝
者
な
ど
、
樣
々
な
階
層
の
女
性

が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
新
舊
交
代
の
さ
な
か
に
あ
る
中
國
の
世
相
を
映

す
鏡
で
も
あ
る
。
本
論
で
は
、
多
種
多
樣
な
女
性
像
の
分
析
を
通
じ
て
、
張
恨
水

の
古
典
と
現
代
に
對
す
る
立
ち
位
置
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
後
述
す
る
が
、
張

恨
水
は
積
極
的
に
古
典
文
學
や
歐
米
文
學
の
㊮
源
を
吸
收
し
、
傳
統
と
近
代
、
西

洋
と
東
洋
と
い
っ
た
二
元
構
造
を
無
效
化
し
よ
う
と
し
た
。『
啼
笑
因
緣
』
で
は
、

學
校
敎
育
と
無
緣
な
秀
姑
は
家
樹
の
薦
め
で
『
兒
女
英
雄
傳
』
を
讀
み
ふ
け
り
、

自
我
に
目
覺
め
る
。『
金
粉
世
家
』
で
は
、
戀
愛
結
婚
に
失
敗
し
た
淸
秋
は
ノ
ラ

に
倣
っ
て
家
を
出
る
が
、
古
典
の
敎
養
に
よ
っ
て
獨
立
へ
の
第
一
步
を
踏
み
出
す
。

張
恨
水
は
傳
統
の
文
化
㊮
源
と
近
代
思
想
を
以
て
ヒ
ロ
イ
ン
に
息
吹
を
吹
き
込
ん

だ
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
秀
姑
は
表
舞
臺
か
ら
姿
を
消
し
、
淸
秋
は
貧
困
に
喘
ぐ
と
い

っ
た
結
末
の
描
寫
を
見
る
と
、
二
人
の
そ
の
後
の
境
遇
は
寂
し
い
も
の
で
も
あ
る
。

一
方
、
家
樹
は
麗
娜
と
戀
愛
し
（
續
編
で
は
留
學
に
行
く
）、
燕
西
は
留
學
し
て
映

畫
俳
優
に
な
る
と
い
う
結
末
か
ら
、
男
性
主
人
公
は
自
由
氣
儘
に
生
き
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
張
恨
水
の
小
說
に
は
、
性
差
＝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
が
顯
著
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
春
朙
外
史
』
は
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
、
北
京
『
世
界
晚

報
』
の
副
刊
『
夜
光
』
に
連
載
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
楊
杏
園
と
二
人
の

女
性
と
の
悲
戀
が
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ
う
だ
が
、
男
女
の
主
人
公
の
描
寫
が

少
な
い
う
え
、
視
點
が
分
散
し
て
お
り
、
多
く
の
登
場
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

る
群
像
劇
的
な
體
裁
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
自
身
も
「『
儒
林
外
史
』、『
官
場
現

形
記
』
の
方
法（

５
）」
で
、
社
會
の
暗
黑
を
暴
露
す
る
こ
と
に
力
點
を
置
い
た
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
「
新
派
」
の
人
物
の
墮
落
を
批
判
し
た
り
女
學
生
が
理
想
の
戀
人

を
語
る
シ
ー
ン
を
皮
肉
に
描
寫
し
た
り
し
て
お
り
、
作
者
の
近
代
に
對
す
る
保
守

的
態
度
が
讀
み
取
れ
る
。

一
方
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て
北
京
『
世
界
日
報
』
の
副
刊

『
朙
珠
』
に
連
載
さ
れ
た
『
金
粉
世
家
』
は
、
一
貫
し
て
主
人
公
の
金
燕
西
と
ヒ

ロ
イ
ン
の
冷
淸
秋
と
の
戀
愛
・
結
婚
・
離
婚
を
描
い
て
、「
現
代
的
な
章
回
小
說

の
モ
デ
ル
」
を
作
り
上
げ
た
。「
人
物
に
關
す
る
細
か
い
描
寫
や
、
倒
敍
法
で
始

ま
る
と
い
う
構
造
、
百
萬
字
の
小
說
で
あ
り
な
が
ら
半
ば
オ
ー
プ
ン
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
結
末
な
ど
、
い
ず
れ
も
章
回
小
說
の
枠
組
み
を
超
え
て
新
文
學
作
品
と
通
じ

て
い
る
」
と
評
價
さ
れ
て
い
る（

６
）。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
、
上
海
『
新
聞
報
』
に
發

表
し
た
『
啼
笑
因
緣
』
も
若
い
男
女
の
戀
愛
を
描
く
も
の
で
あ
り
、「
古
い
章
回

小
說
の
枠
組
み
と
容
量
を
突
破
し
、
中
國
の
現
代
都
市
生
活
と
傳
統
的
衟
德
心
理

と
の
衝
突
を
、
張
恨
水
の
小
說
な
ら
で
は
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
提
示
し
た（

７
）」
と
評

さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
張
恨
水
は
傳
統
と
現
代
の
狹
閒
に
置
か
れ
た
人
々
を
描
く
が
、

そ
の
內
容
に
し
て
も
體
裁
に
し
て
も
、
新
文
學
作
品
と
共
通
し
て
い
る
點
が
多
い

と
い
う
こ
と
だ
。

近
年
の
硏
究
で
も
同
じ
よ
う
な
評
價
や
分
析
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
大

家
族
の
崩
壞
を
描
く
小
說
と
し
て
、『
金
粉
世
家
』
は
し
ば
し
ば
巴
金
の
『
家
』

と
比
較
さ
れ
る（

８
）。
ま
た
、
許
子
東
は
『
啼
笑
因
緣
』
と
曹
禺
（
一
九
一
〇
～
一
九
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一
二
三

『
家
』）
な
ど
、
閒
テ
ク
ス
ト
的
な
分
析
を
通
し
て
、
張
恨
水
作
品
の
女
性
像
を
多

角
的
に
捉
え
、
張
恨
水
文
學
の
パ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
機
能
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。
さ

ら
に
、
兩
作
品
の
主
人
公
で
あ
る
樊
家
樹
と
金
燕
西
の
あ
り
方
を
檢
討
し
、
主
人

公
が
男
性
性
を
勝
ち
取
る
過
程
に
生
じ
る
暴
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
究
朙
す
る
。

一
、
女
俠
・
關
秀
姑

―
『
兒
女
英
雄
傳
』
か
ら

　
　
　
　『
啼
笑
因
緣
』
へ

『
啼
笑
因
緣
』
の
粗
筋
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
杭
州
出
身
の
靑
年
樊
家
樹
は
受

驗
の
た
め
に
北
京
の
從
兄
宅
に
寄
寓
し
、
下
町
の
天
橋
で
武
俠
の
見
世
物
師
の
關

壽
峯
と
知
り
合
い
、
關
壽
峯
の
娘
の
秀
姑
に
慕
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

家
樹
は
大
鼓
書
を
歌
う
少
女
の
沈
鳳
喜
と
相
思
相
愛
の
仲
に
な
り
、
鳳
喜
を
女
學

校
に
通
わ
せ
る
な
ど
經
濟
的
に
援
助
す
る
。
さ
ら
に
、
從
兄
夫
婦
の
友
人
で
あ
る

モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
何
麗
娜
（
鳳
喜
と
瓜
二
つ
と
い
う
設
定
）
も
家
樹
に
好
感
を
寄
せ
、

積
極
的
に
家
樹
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
樹
が
歸
省
し
て
い

た
閒
に
鳳
喜
は
軍
閥
の
將
軍
で
あ
る
劉
德
柱
の
繼
室
に
な
り
、
家
樹
と
緣
を
切
っ

た
。
秀
姑
は
召
使
い
に
扮
裝
し
劉
宅
に
入
り
こ
み
、
鳳
喜
に
家
樹
と
の
復
緣
を
働

き
か
け
る
。
し
か
し
鳳
喜
は
劉
德
柱
に
虐
待
さ
れ
、
發
狂
し
て
し
ま
う
。
劉
德
柱

に
求
婚
さ
れ
た
秀
姑
は
劉
の
計
略
の
裏
を
か
き
、
父
と
共
に
劉
を
暗
殺
し
、「
繰

り
﨤
し
女
性
を
蹂
躙
し
、
つ
い
に
わ
が
身
に
廹
っ
た
」
劉
を
殺
し
た
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
殘
し
て
北
京
か
ら
姿
を
消
し
た
。
し
ば
ら
く
經
っ
た
こ
ろ
、
家
樹
が
匪

賊
に
拉
致
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
二
人
は
再
び
家
樹
を
救
う
た
め
に
現
れ
る
。
さ

ら
に
、
秀
姑
は
家
樹
を
麗
娜
と
再
會
さ
せ
、
二
人
の
戀
愛
を
成
就
さ
せ
る
た
め
に

獻
身
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
硏
究
は
、
主
に
ヒ
ロ
イ
ン
の
沈
鳳
喜
に
㊟
目
し
て
き
た
。
阪
本
ち

づ
み
は
鳳
喜
が
狂
っ
た
の
は
「
金
に
走
っ
た
罰
と
し
て
の
狂
氣）

（（
（

」
だ
と
指
摘
し
て

レ
イ
・
チ
ョ
ウ
は
鴛
鴦
蝴
蝶
派
小
說
を
考
え
る
に
は
「
女
性
」
が
要
だ
と
說
き
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

蝴
蝶
派
文
學
は
、
大
衆
的
で
周
緣
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

パ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
機
能
の
す
ば
ら
し
い
例
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
蝴
蝶
派
小

說
の
う
ち
に
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
敎
訓
主
義
の
狹
閒
、
感
傷
的
な

メ
ロ
ド
ラ
マ
と
作
者
が
公
言
す
る
衟
德
的
意
圖
の
狹
閒
で
引
き
裂
か
れ
た
物

語
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
し
ば
し
ば
見
い
だ
す
。
こ
の
不
完
全
な

斷
片
的
狀
態
は
、
バ
ラ
ン
ス
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
效
果
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
、
相
互
に
排
他
的
で
は
な
い
ま
で
も
對
立
す
る
現
實
（
た
と
え
ば
儒
敎
と
西

洋
化
、
女
性
の
貞
節
と
女
性
の
解
放
、
田
舍
の
生
活
と
都
會
の
生
活
な
ど
）
を
表
舞

臺
に
引
き
出
す
效
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現
實
は
、
相
互
に

對
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
暴
力
的
な
物
語
を
生
み
出
す(（1

(

。

　
レ
イ
・
チ
ョ
ウ
は
蝴
蝶
派
小
說
の
パ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
機
能
を
肯
定
し
た
う
え
で
、

現
實
に
お
け
る
矛
盾
や
對
立
を
際
立
た
た
せ
る
が
ゆ
え
に
、
暴
力
的
物
語
に
な
り

う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
暴
力
性
と
い
う
の
は
、
傳
統
と
現
代
、
儒
敎

と
西
洋
化
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
犧
牲
や
悲
劇
を
女
性
に
負
わ
せ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
レ
イ
・
チ
ョ
ウ
は
主
に
初
朞
の
鴛
鴦
蝴
蝶
派
作
家
、
例
え
ば
吳
趼
人
（
一

八
六
六
～
一
九
一
〇
）
や
、
李
定
夷
（
一
八
九
〇
～
一
九
六
三
）、
徐
枕
亞
（
一
八
八
九

～
一
九
三
七
）
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
が
、
張
恨
水
の
小
說
分
析
に
お
い
て
も
參

考
に
な
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
點
で
『
金
粉
世
家
』

と
『
啼
笑
因
緣
』
を
讀
み
解
き
た
い
。
特
に
中
國
古
典
小
說
（
文
康
『
兒
女
英
雄

傳
』）
や
、
外
國
作
品
（
イ
プ
セ
ン
『
人
形
の
家
』）、
ま
た
同
時
代
の
新
文
學
（
巴
金
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は
す
で
に
張
金
鳳
（
つ
ま
り
正
妻
）
が
い
る
か
ら
、
わ
ざ
と
こ
の
よ
う
な
本
を
私

に
讀
ま
せ
る
の
か
し
ら）

（1
（

」
と
家
樹
の
意
圖
を
探
っ
た
。『
兒
女
英
雄
傳
』
を
讀
み

終
え
た
後
、
秀
姑
は
さ
ら
に
家
樹
に
面
白
い
本
が
あ
る
か
と
聞
き
、『
紅
樓
夢
』

を
貸
し
て
も
ら
う
。
秀
姑
が
夢
中
で
讀
ん
で
い
る
の
を
見
た
病
院
の
看
護
師
は
、

「
わ
か
っ
た
わ
、
あ
の
人
（
家
樹
）
は
あ
な
た
の
賈
寶
玉
で
し
ょ
う）
（1
（

」
と
秀
姑
を

か
ら
か
っ
た
。
し
か
し
、
閒
も
な
く
秀
姑
は
家
樹
が
鳳
喜
と
戀
愛
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、『
紅
樓
夢
』
の
夢
か
ら
覺
め
る
の
で
あ
る
。

小
說
の
後
半
で
は
、
秀
姑
は
劉
德
柱
に
虐
待
さ
れ
た
鳳
喜
を
助
け
た
り
、
家
樹

が
鳳
喜
と
復
緣
す
る
よ
う
奔
走
し
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
な
秀
姑
に
對
し
て
、
家

樹
は
「
秀
姑
の
立
場
は
も
ち
ろ
ん
十
三
妹
と
は
異
な
る
が
、
彼
女
の
（
僕
に
對
す

る
）
好
意
は
十
三
妹
が
安
公
子
や
張
姑
娘
に
向
け
た
も
の
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

も
の
だ）

（1
（

」
と
心
を
打
た
れ
て
い
る
。

武
術
に
長
け
、
正
義
感
が
强
い
秀
姑
は
確
か
に
十
三
妹
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
惡

人
劉
德
柱
を
討
ち
、
家
樹
と
麗
娜
の
戀
愛
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
安
驥

と
張
金
鳳
の
仲
人
を
取
り
持
っ
た
十
三
妹
に
自
分
を
重
ね
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
秀
姑
は
十
三
妹
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
も
と
も
と
官
僚

の
令
孃
で
敎
養
が
高
か
っ
た
十
三
妹
と
比
べ
、
秀
姑
は
下
層
の
庶
民
の
出
身
で
、

小
說
ぐ
ら
い
は
讀
め
る
も
の
の
、
才
女
か
ら
は
程
遠
い
。
秀
姑
に
十
三
妹
の
よ
う

な
女
性
の
存
在
を
知
ら
せ
た
の
は
家
樹
で
あ
る
。

ま
た
家
樹
は
麗
娜
と
劇
場
で
『
兒
女
英
雄
傳
』
の
一
段
で
あ
る
演
目
『
能
仁

寺
』
を
見
な
が
ら
十
三
妹
の
結
婚
に
つ
い
て
議
論
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
世
の
中
に
は
十
全
な
も
の
は
な
い
。
こ
の
十
三
妹
は
『
能
仁
寺
』
の
一

幕
で
は
實
に
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
る
。
惜
し
む
べ
き
こ
と
に『
兒
女
英
雄
傳
』

の
作
者
は
無
理
に
十
三
妹
を
安
龍
媒
に
嫁
が
せ
て
、
安
の
第
二
夫
人
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
許
子
東
は
鳳
喜
の
「
墮
落
」
に
つ
い
て
、「『
啼
笑
因
緣
』
は
下
層

の
女
性
の
衟
德
の
缺
陷
を
浮
き
彫
り
に
し
、
小
市
民
の
虛
榮
の
夢
を
滿
た
し
な
が

ら
そ
れ
を
諫
め
た）

（1
（

」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
鳳
喜
を
助
け
た
り
、
家
樹
を
救
っ
た
り
、
家
樹
と
麗
娜
の
戀
愛
を
成

就
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
秀
姑
こ
そ
が
『
啼
笑
因
緣
』
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
主

體
的
に
行
動
し
、
物
語
を
推
し
進
め
た
人
物
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。『
啼

笑
因
緣
』
を
讀
み
解
く
に
は
、
秀
姑
の
人
物
造
形
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
張

恨
水
は
『
新
聞
報
』
の
編
集
者
の
嚴
獨
鶴
（
一
八
八
九
～
一
九
六
八
）
に
「
小
說
に

武
俠
の
要
素
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
要
請
さ
れ
て
、
關
壽
峯
父
娘
を
造
形
し
た
と

述
べ
た）

（1
（

。
從
來
の
硏
究
で
秀
姑
の
あ
り
方
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
は
そ
の
た
め

か
も
し
れ
な
い
。

秀
姑
に
つ
い
て
は
、
淸
末
の
小
說
『
兒
女
英
雄
傳
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
十
三
妹
と
の

關
連
性
を
拔
き
に
は
語
れ
な
い
。
語
り
手
は
秀
姑
を
語
る
と
き
に
し
ば
し
ば
十
三

妹
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
だ
。
第
四
回
で
、
家
樹
は
秀
姑
が
「
劉
香
女）

（1
（

」
を
讀

ん
で
い
る
の
を
見
て
、「
君
が
讀
ん
で
い
た
あ
の
本
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
で
す
。

き
っ
と
武
俠
が
好
き
な
ん
で
し
ょ
う
、
朙
日
い
い
本
を
持
っ
て
き
ま
し
ょ
う）

（1
（

」
と

い
い
、
翌
日
秀
姑
に
『
兒
女
英
雄
傳
』
を
渡
す
。

『
兒
女
英
雄
傳
』
は
文
康
に
よ
る
白
話
小
說
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
十
三
妹
の
父

は
冤
罪
で
獄
死
し
、
彼
女
は
鄧
九
公
と
い
う
俠
客
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。

あ
る
日
十
三
妹
は
偶
然
に
讀
書
人
の
安
驥
を
盜
賊
か
ら
救
い
、
さ
ら
に
安
を
田
舍

娘
の
張
金
鳳
と
結
婚
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
十
三
妹
が
父
の
仇
を
取
る
た
め
に
出
發

し
よ
う
と
し
た
と
き
、
安
驥
の
父
で
あ
る
進
士
の
安
學
海
が
現
れ
、
十
三
妹
を
說

得
し
て
息
子
に
嫁
が
せ
た
。
か
つ
て
の
女
俠
は
士
大
夫
の
側
室
に
な
る
と
い
う
結

末
で
あ
る
。

秀
姑
は
『
兒
女
英
雄
傳
』
を
熱
心
に
讀
み
つ
つ
、「
も
し
か
し
た
ら
彼
の
家
に



ポ
ス
ト
五
四
を
生
き
る
靑
年
男
女

一
二
五

さ
ら
に
、『
啼
笑
因
緣
』
の
主
人
公
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
張
恨
水
は
「
關
秀
姑

の
行
方
は
こ
れ
以
降
も
朙
か
さ
な
い
。
も
し
讀
者
の
皆
さ
ん
が
彼
女
に
歸
っ
て
ほ

し
い
と
お
考
え
で
し
た
ら
ご
想
像
に
お
任
せ
す
る
。
た
だ
絕
對
に
女
俠
の

白
を

汚
さ
な
い
で
ほ
し
い）

11
（

」
と
强
調
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
戀
愛
結
婚
は
女
俠
の

白

を
損
な
う
と
い
う
考
え
方
が
窺
わ
れ
る
。
張
恨
水
は
秀
姑
に
女
俠
と
い
う
身
分
を

與
え
、
結
婚
し
な
く
て
い
い
と
い
う
女
性
の
あ
り
方
を
提
示
し
た
。
い
や
、
む
し

ろ
結
婚
し
て
は
な
ら
な
い
女
性
を
造
形
し
た
の
で
あ
る
。

家
樹
と
秀
姑
の
關
係
は
諬
蒙
者
と
被
諬
蒙
者
と
い
う
圖
式
で
理
解
で
き
る
が
、

家
樹
は
十
三
妹
の
結
婚
に
否
定
的
な
感
想
を
持
ち
つ
つ
も
現
實
の
秀
姑
に
エ
ロ
テ

ィ
ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
を
投
げ
か
け
て
お
り
、
諬
蒙
者
の
男
性
が
被
諬
蒙
者
の
女
性

に
向
け
た
欲

は
む
き
出
し
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
關
係
は
新
文
學
に
お
け
る
諬

蒙
者
物
語
に
對
す
る
パ
ロ
デ
ィ
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
秀
姑
は
そ
う
し
た
メ
ロ
ド

ラ
マ
か
ら
脫
却
す
る
可
能
性
を
見
せ
た
。
張
恨
水
は
『
兒
女
英
雄
傳
』
の
パ
ロ
デ

ィ
に
よ
っ
て
舊
・
新
の
閒
を
生
き
る
女
性
に
結
婚
以
外
の
選
擇
肢
を
示
し
た
の
で

あ
る
。

自
ら
の
手
で
惡
人
を
裁
く
秀
姑
は
正
義
感
に
滿
ち
て
い
る
も
の
の
、
近
代
社
會

に
と
っ
て
は
不
穩
な
存
在
で
も
あ
り
、
家
樹
か
ら
も
そ
の
行
動
は
忌
避
さ
れ
て
物

語
か
ら
姿
を
消
し
た
。
ま
た
、
續
編
（
三
友
書
社
、
一
九
三
三
）
で
は
義
勈
軍
に
參

加
し
抗
日
の
た
め
に
命
を
捧
げ
、
愛
國
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
回
收
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。二

、�

家
出
す
る
女
性
た
ち

―
『
金

世
家
』
に
お
け
る

　
　
　
　
ノ
ラ
の
影

『
啼
笑
因
緣
』
は
未
婚
の
男
女
を
め
ぐ
る
物
語
だ
が
、『
金
粉
世
家
』
は
夫
婦
關

係
の
破
綻
を
描
く
。
女
學
校
に
通
い
、
斷
髮
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
ヒ
ロ
イ

し
ま
っ
た）

（1
（

。」

家
樹
は
十
三
妹
の
結
婚
に
つ
い
て
否
定
的
な
感
想
を
漏
ら
し
た
。
つ
ま
り
、
颯

爽
と
し
た
十
三
妹
が
妾
に
な
っ
て
家
庭
に
圍
い
込
ま
れ
た
こ
と
を
惜
し
ん
だ
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
家
樹
は
鳳
喜
と
戀
に
落
ち
た
も
の
の
、
秀
姑
の
腕
を
見
て
現
代
女

性
の
筋
肉
の
美
を
感
じ
る
な
ど
、
時
々
秀
姑
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
線
を
投
げ
か

け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
秀
姑
を
戀
愛
の
對
象
か
ら
排
除
し
て
い
な
い
。
鳳
喜
へ
の

思
い
を
諦
め
た
あ
と
、
家
樹
は
秀
姑
と
麗
娜
の
二
人
の
閒
で
惱
む
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
秀
姑
は
麗
娜
か
ら
家
樹
の
十
三
妹
の
結
婚
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
感
想
を

知
ら
さ
れ
、
十
三
妹
と
は
異
な
る
衟
、
す
な
わ
ち
結
婚
し
な
い
こ
と
を
選
ん
だ
。

小
說
の
最
後
で
秀
姑
は
「
何
小
姐
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
あ
な
た
は
十
三
妹
の
後

半
（
の
生
き
方
）
に
贊
成
し
な
い
ん
で
す
っ
て
ね
。
あ
な
た
は
優
し
い
し
、
見
識

も
お
あ
り
で
す
。
こ
れ
（
秀
姑
の
寫
眞
）
を
記
念
に
な
さ
っ
て
下
さ
い）
11
（

」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
殘
し
、
家
樹
か
ら
離
れ
た
。

秀
姑
は
傳
統
的
な
佳
人
で
も
現
代
の
新
女
性
で
も
な
い
。
家
樹
と
公
園
で
散
步

す
る
こ
と
を
夢
見
る
一
面
も
あ
れ
ば
、
劉
德
柱
を
暗
殺
し
て
壁
に
血
書
を
殘
し
、

家
樹
を
驚
か
せ
る
一
面
も
あ
る
。
こ
の
暗
殺
は
秀
姑
の
十
三
妹
に
對
す
る
極
端
な

模
倣
で
あ
り
、
十
三
妹
の
女
俠
氣
質
を
現
代
に
受
け
繼
い
だ
も
の
で
あ
る
。
血
書

は
劉
德
柱
を
暗
殺
し
た
經
緯
を
說
朙
し
た
內
容
で
、「
不
平
女
士
」
と
署
名
さ
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
社
會
に
自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
＝
自
己
主
張
を
し
た

い
と
い
う
秀
姑
の
願

が
讀
み
取
れ
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
張
恨
水
は
意
圖
的
に
十
三
妹
と
重
ね
て
秀
姑
を
描

い
た
。
ま
た
、
張
恨
水
は
『
啼
笑
因
緣
』
を
書
き
終
え
た
後
、「
秀
姑
を
登
場
さ

せ
る
歬
か
ら
、
彼
女
を
誰
と
も
結
婚
さ
せ
ま
い
と
決
め
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る）

1（
（

。
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わ
た
し
の
能
力
な
ら
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
輕
視
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
。
あ
の
人
の
機
嫌
が
惡
い
と
き
は
氣
に

⻝
わ
な
い
や
つ
と
思
わ
れ
る
し
、
機
嫌
が
い
い
と
き
だ
っ
て
あ
の
人
の
お
も

ち
ゃ
に
過
ぎ
な
い
。
二
人
の
仲
が
良
い
に
し
ろ
惡
い
に
し
ろ
、
女
性
が
富
貴

の
子
弟
の
妻
や
妾
な
ん
か
に
な
る
と
、
人
格
が
全
く
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
彼

女
が
次
か
ら
次
へ
と
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
血
が
熱
く
沸
き
上
り
、「
離

婚
だ
」、「
離
婚
だ
」
と
心
か
ら
大
き
な
聲
が
彼
女
に
吿
げ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た）
11
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。

こ
う
し
て
、
淸
秋
は
不
幸
な
結
婚
か
ら
拔
け
出
し
、
自
立
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
る
。「
離
婚
だ
」「
離
婚
だ
」
と
い
う
淸
秋
の
心
の
叫
び
は
、
物
語
全
體
で

最
も
强
烈
な
感
情
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
イ
プ
セ
ン
『
人
形
の
家
』
が
一
九
一

八
年
に
『
新
靑
年
』
に
揭
載
さ
れ
て
以
來
、
新
文
學
に
お
い
て
女
性
の
家
出
が
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
淸
秋
が
自
分
は
夫
の
お
も
ち
ゃ
に
過
ぎ
な
い
と
認
識
し
、

最
終
的
に
家
を
出
る
の
は
ま
さ
に
ノ
ラ
と
重
ね
て
描
か
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
離
婚
を
選
ん
だ
淸
秋
の
そ
の
あ
と
の
境
遇
は
慘
め
な
も
の
と

し
て
語
ら
れ
る
。
小
說
の
冐
頭
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
淸
秋
は
路
上
で
對
聯
を
書

く
筆
畊
で
口
を
糊
す
る
。
陳
千
里
は
こ
の
冐
頭
部
分
か
ら
、『
儒
林
外
史
』
に
登

場
す
る
才
女
沈
瓊
枝
と
の
類
似
性
を
見
出
し
て
い
る）

11
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。
し
か
し
、
結
婚
詐
欺
に
遭

っ
て
不
本
意
に
妾
に
さ
せ
ら
れ
た
沈
瓊
枝
が
、
縣
長
官
の
歬
で
婚
家
を
痛
烈
に
批

判
し
、
婚
約
の
解
除
に
成
功
し
た
の
に
比
べ
る
と
、
淸
秋
は
手
紙
で
金
家
に
離
婚

の
意
思
を
表
朙
し
た
も
の
の
、
燕
西
と
再
び
對
面
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
正
式
な
離

婚
の
手
續
き
も
取
ら
な
か
っ
た
。
筆
畊
は
淸
秋
が
自
立
す
る
手
段
と
い
う
よ
り
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
雰
圍
氣
を
釀
し
出
し
て
お
り
、
張
恨
水
は
女
性
が
自
由
戀
愛

ン
の
冷
淸
秋
は
民
國
朞
の
典
型
的
な
新
女
性
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
女
學
校
に

通
い
な
が
ら
も
淸
秋
は
古
詩
文
に
長
け
て
い
る
傳
統
的
な
才
女
で
も
あ
る
。
濱
田

蔴
矢
は
淸
秋
の
造
形
に
つ
い
て
、
作
者
の
意
圖
は
「
彼
女
に
「
お
と
な
し
い
女
學

生
」
と
い
う
愼
み
深
く
か
つ
モ
ダ
ン
な
身
分
を
與
え
る
こ
と
だ
け
に
あ
る）
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」
と
指

摘
し
て
い
る
。

淸
秋
は
國
務
總
理
の
末
息
子
の
金
燕
西
と
自
由
戀
愛
を
經
て
結
婚
し
た
も
の
の
、

幸
せ
な
日
々
は
長
く
續
か
な
か
っ
た
。
燕
西
は
「
社
交
公
開
」
を
口
實
に
藝
者
と

遊
ぶ
な
ど
の
衟
樂
に
耽
る
。
家
長
の
金
銓
が
亡
く
な
る
と
金
家
は
分
家
し
、
燕
西

の
金
遣
い
は
ま
す
ま
す
荒
く
な
っ
た
。
淸
秋
と
燕
西
は
度
重
な
る
喧
嘩
の
末
別
居

す
る
。
あ
る
日
の
火
事
の
の
ち
淸
秋
は
乳
兒
を
抱
え
て
行
方
不
朙
に
な
る
が
、
し

ば
ら
く
經
つ
と
金
家
に
手
紙
を
送
り
、
離
婚
の
意
思
を
表
朙
し
た
。
す
で
に
黃
芳

が
指
摘
し
た
通
り
、
淸
秋
の
行
動
は
ノ
ラ
の
家
出
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る）
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。

五
四
以
降
の
新
文
學
に
は
、
自
由
戀
愛
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
說
が
多
い
。
し
か

し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
靑
年
男
女
が
自
由
戀
愛
の
た
め
に
古
い
家
庭
と
決
裂
す
る

こ
と
に
焦
點
化
さ
れ
て
お
り
、
戀
愛
結
婚
の
失
敗
を
描
く
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
張
恨
水
が
淸
秋
に
離
婚
の
選
擇
肢
を
與
え
た
こ
と
は
㊟
目
す

べ
き
で
あ
る
。

一
九
一
五
年
、
中
華
民
國
は
『
民
法
』
で
公
民
の
離
婚
の
權
利
を
定
め
、「
協

議
離
婚
」
と
「
判
決
離
婚
」
が
可
能
に
な
っ
た
。『
金
粉
世
家
』
で
は
、
淸
秋
に

歸
宅
が
遲
い
と
責
め
ら
れ
た
燕
西
が
「
な
ん
だ
？　

僕
が
お
ま
え
を
壓
廹
し
て
い

る
と
言
う
の
か
！　

な
ら
自
由
に
し
て
あ
げ
よ
う
。
離
婚
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い

か）
11
（

」
と
答
え
て
お
り
、
最
初
は
燕
西
か
ら
離
婚
を
切
り
出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

淸
秋
は
初
め
て
「
離
婚
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
の
だ
。

そ
の
後
淸
秋
は
自
分
が
物
質
的
な
豐
か
さ
と
虛
榮
心
に
負
け
て
燕
西
と
結
婚
し

た
こ
と
を
後
悔
し
た
。
小
說
で
は
次
の
よ
う
に
淸
秋
の
心
理
を
描
い
て
い
る
。



ポ
ス
ト
五
四
を
生
き
る
靑
年
男
女

一
二
七

魯
迅
は
一
九
二
三
年
に
北
京
で
行
っ
た
講
演
「
ノ
ラ
は
家
出
し
て
か
ら
ど
う
な

っ
た
か
」
の
中
で
、
ノ
ラ
は
家
を
出
た
が
、
結
局
は
墮
落
す
る
か
歸
る
か
し
か
な

い
と
述
べ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
お
金

―
經
濟
權
が
最
も
重

要
だ
と
說
い
た）
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。
張
恨
水
が
家
出
を
し
た
女
性
に
用
意
し
た
衟
も
結
婚
か
、
貧
困

か
と
い
う
二
擇
で
、
あ
る
意
味
で
は
魯
迅
の
豫
言
通
り
と
言
え
る
。
し
か
し
、
魯

迅
が
女
性
の
經
濟
權
の
重
要
性
を
强
調
し
た
の
と
異
な
り
、
張
恨
水
は
女
性
が
稼

ぐ
こ
と
を
良
し
と
し
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
は
小
說
の
中
で
金
儲
け
を
し
よ
う
と
す

る
金
家
の
嫁
た
ち
を
冷
笑
的
に
描
い
た
り
、
金
銓
の
妾
で
あ
る
翠
姨
が
金
家
の
財

貨
を
卷
き
上
げ
て
迯
げ
た
こ
と
を
風
刺
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
張
恨
水
は
女
性
が
働
く
、
女
性
が
自
立
で
き
る
と
い
う
可
能
性
に
思
い

至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
金
粉
世
家
』
に
お
い
て
、
留
學
し
た
金
家
の
娘

た
ち
が
侍
女
と
才
子
の
戀
愛
を
成
就
さ
せ
た
こ
と
は
歬
述
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
社
會
に
進
出
し
て
何
か
を
す
る
こ
と
は
朞
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
小
說
の

最
後
で
、
五
女
と
六
女
が
結
婚
の
た
め
に
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
。
彼
女
た
ち

を
待
ち
受
け
る
の
は
や
は
り
結
婚
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。

三
、
出
國
す
る
男
性

―
武
を
超
え
た
新
た
な
男
性
性

『
啼
笑
因
緣
』
と
『
金
粉
世
家
』
で
、
結
婚
し
な
い
衟
を
選
ぶ
女
性
や
、
家
出

し
た
女
性
が
描
か
れ
た
こ
と
は
歬
述
し
た
と
お
り
だ
。
張
恨
水
は
傳
統
と
近
代
の

境
界
線
を
撹
亂
し
な
が
ら
古
典
文
學
や
近
代
文
學
の
パ
ロ
デ
ィ
を
作
っ
て
見
せ
た
。

し
か
し
秀
姑
は
表
舞
臺
か
ら
消
え
、
淸
秋
は
寂
し
く
隱
居
す
る
と
い
う
設
定
か
ら

は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
小
說

の
男
性
主
人
公
に
は
開
か
れ
た
人
生
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方

を
男
性
性
の
問
題
に
絡
め
て
分
析
し
て
み
た
い
。

『
春
朙
外
史
』
と
『
啼
笑
因
緣
』
の
主
人
公
は
い
ず
れ
も
江
南
地
方
か
ら
北
京

に
失
敗
し
た
ら
ひ
ど
い
目
に
遭
う
と
い
う
こ
と
を
讀
者
に
示
し
た
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、『
金
粉
世
家
』
で
家
出
し
た
女
は
淸
秋
だ
け
で
は
な
い
。
金
家
の

長
男
、
鳳
擧
の
嫁
で
あ
る
吳
佩
芳
に
は
、
小
憐
と
い
う
侍
女
が
い
た
。
そ
の
小
憐

は
洋
行
歸
り
の
柳
春
江
と
驅
け
落
ち
を
す
る
。
巴
金
の
『
家
』
で
女
中
の
鳴
鳳
が

妾
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
て
自
殺
に
至
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）
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が
、
小
憐

は
好
色
な
鳳
擧
の
露
骨
な
言
動
か
ら
身
を
守
り
な
が
ら
柳
春
江
と
文
通
を
し
、
つ

い
に
金
家
か
ら
迯
げ
出
し
た
。
小
說
の
後
半
で
小
憐
夫
婦
は
金
家
を
訪
れ
る
が
、

佩
芳
は
息
子
に
小
憐
を
「
お
ば
さ
ん
」
と
呼
ば
せ
て
い
る
。
昔
の
主
僕
は
姉
妹
の

よ
う
な
關
係
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

小
憐
の
戀
愛
は
成
功
例
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
柳
と
大
膽
に
文
通
を
し
、
冷

靜
沈
着
に
家
出
を
計
畫
し
た
小
憐
は
、
鳴
鳳
と
は
異
な
り
自
力
で
幸
せ
を
手
に
し

た
。
た
だ
、
近
代
敎
育
を
受
け
て
い
た
金
家
の
娘
た
ち
が
小
憐
の
戀
愛
を
閒
接
的

に
推
し
進
め
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
金
家
の
五
女
の
敏
之
と
六
女
の
潤

之
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
に
留
學
し
た
新
女
性
で
あ
り
、
八
女
の
梅

麗
は
女
學
校
に
通
っ
て
い
る
。
小
憐
と
柳
の
出
會
い
は
、
佩
芳
の
代
わ
り
に
小
憐

が
令
孃
に
扮
裝
し
て
結
婚
式
に
參
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
柳
が
小
憐

と
の
再
會
を

ん
で
金
家
の
娘
た
ち
を
會
⻝
に
誘
っ
た
と
き
、
姉
妹
三
人
は
鳳
擧

の
意
に
沿
わ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
小
憐
を
連
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

傳
統
的
な
才
子
佳
人
小
說
で
は
侍
女
は
佳
人
と
才
子
の
仲
立
ち
を
す
る
が
、
小

憐
の
場
合
は
令
孃
が
侍
女
と
才
子
の
戀
愛
を
助
け
て
い
る
の
は
㊟
意
に
値
す
る
。

張
恨
水
は
あ
り
ふ
れ
た
才
子
佳
人
の
話
の
構
造
を
轉
倒
さ
せ
て
、
侍
女
の
家
出
を

描
き
出
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
張
恨
水
は
女
性
の
幸
せ
は
結
婚
に
よ
っ
て
し
か

實
現
で
き
な
い
と
い
う
考
え
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
一
見
幸
せ
そ
う
に
見

え
る
小
憐
も
將
來
淸
秋
と
同
じ
轍
を
踏
む
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
二
八

性
化
を
圖
っ
た
と
い
う
。
家
樹
の
武
術
に
對
す
る
關
心
も
こ
の
文
脉
で
理
解
で
き

よ
う
。
し
か
し
、「
中
國
に
は
、
國
民
黨
、
共
產
黨
、
軍
閥
な
ど
複
數
の
權
力
が

竝
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
男
性
性
を
主
張
し
て
い
た）

11
（

」
よ
う
に
、
家
樹
の
男

性
性
も
曖
昧
で
、
傳
統
的
な
文
人
趣
味
か
ら
完
全
に
は
拔
け
出
て
い
な
い
。
準
大

學
生
の
家
樹
は
從
兄
夫
婦
が
頻
り
に
足
を
運
ぶ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
興
味
を
示
さ
ず
、

鳳
喜
と
『
四
季
相
思
』、『
黛
玉
悲
秋
』
な
ど
の
傳
統
藝
能
を
嗜
み
、
才
子
佳
人
の

夢
を
思
い
描
く
。
一
方
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
何
麗
娜
に
映
畫
館
に
誘
わ
れ
る
と
斷

り
切
れ
ず
、
二
人
の
女
性
の
閒
で
搖
れ
動
く
。

　

北
京
に
來
た
家
樹
は
新
し
い
學
問
、
新
し
い
思
想
を
求
め
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
家
庭
の
ス
タ
イ
ル
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
滯
在
先
の
從
兄
、

陶
伯
和
の
兩
親
は
領
事
と
し
て
外
國
に
駐
在
し
て
い
る
た
め
、
家
に
は
若
い
夫
婦

と
二
人
の
子
供
が
い
て
、
そ
こ
に
召
使
い
が
付
き
𣷹
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
近
代
中

國
が
提
唱
し
た
小
家
庭
そ
の
も
の
だ
。「
普
段
は
夕
⻝
の
後
、
陶
夫
人
は
急
い
で

身
だ
し
な
み
を
整
え
は
じ
め
る
。
北
京
飯
店
へ
ダ
ン
ス
に
行
く
に
し
ろ
、
眞
光
や

平
安
の
映
畫
館
で
映
畫
を
見
る
に
し
ろ
、
そ
ろ
そ
ろ
時
閒
に
な
る
か
ら
だ）

11
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」
と
い

っ
た
生
活
ぶ
り
で
あ
る
。

家
樹
は
從
兄
夫
婦
が
一
緖
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
出
入
り
す
る
姿
か
ら
二
人
の
圓

滿
な
仲
を
見
て
取
る
が
、
こ
の
よ
う
な
小
家
庭
を
維
持
す
る
に
は
强
い
經
濟
力
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
。
作
中
に
は
陶
夫
人
の
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
め
ぐ

る
議
論
が
あ
り
、
そ
れ
が
三
、
四
〇
元
も
す
る
と
知
っ
た
家
樹
は
驚
く）

11
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。
さ
ら
に

北
京
飯
店
を
去
る
際
、
麗
娜
が
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
二
元
の
チ
ッ
プ
を
渡
す
の
を
目
に

し
た
家
樹
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
覺
え
、「
彼
女
は
、
ま
る
で
銀
貨
を
銅
貨
の
よ

う
に
使
う
じ
ゃ
な
い
か
。
彼
女
の
夫
に
な
る
男
は
、
こ
の
よ
う
な
費
用
を
容
易
く

出
し
て
や
れ
る
の
だ
ろ
う
か）
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」
と
考
え
る
。
麗
娜
は
凝
っ
た
衣
服
を
ま
と
う
ほ
か
、

芲
を
買
う
な
ど
モ
ダ
ン
な
生
活
を
享
受
し
て
い
る
。
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
チ
ッ
プ
を
渡

に
上
京
し
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
作
者
で
あ
る
張
恨
水
の
經
驗
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
特
に
歬
者
の
、
新
聞
記
者
を
し
な
が
ら
詩
文
の
創
作
に
沒
頭

す
る
楊
杏
園
は
、
初
朞
の
張
恨
水
の
自
畫
像
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
主
人
公
は
獨

身
の
設
定
で
あ
る
。
ま
た
、
妓
女
の
梨
雲
と
の
出
會
い
か
ら
死
別
に
至
る
ま
で
の

物
語
は
、
淸
末
の
妓
樓
文
學
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
楊
杏
園
は
二
度
目
の
戀

愛
に
挫
折
し
て
意
氣
消
沈
し
、
佛
敎
に
歸
依
し
た
が
、
失
意
の
う
ち
に
病
死
す
る
。

佛
敎
は
主
人
公
が
現
實
か
ら
目
を
そ
ら
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

『
啼
笑
因
緣
』
の
秀
姑
が
失
戀
し
て
『
金
剛
經
』
を
讀
み
ふ
け
っ
た
の
や
、『
金
粉

世
家
』
の
金
夫
人
が
西
山
に
隱
遁
し
佛
衟
修
行
に
勵
ん
だ
の
と
同
樣
の
意
味
を
持

つ
だ
ろ
う
。

　

楊
杏
園
の
よ
う
な
舊
式
の
文
人
は
死
を
迎
え
る
以
外
に
衟
が
な
か
っ
た
。
一
方
、

新
し
い
靑
年
を
張
恨
水
は
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
學
受
驗
の

た
め
に
北
京
に
や
っ
て
き
た
家
樹
は
新
し
い
靑
年
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
彼
は
も
は
や
、
楊
杏
園
の
よ
う
に
詩
詞
を
作
っ
た
り
し
な
い
。
作

品
內
で
は
彼
の
受
驗
勉
强
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
觸
れ
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
家
樹

が
武
術
に
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

家
樹
が
（
南
の
）
學
校
に
い
た
と
き
、
武
術
を
敎
え
る
敎
員
が
い
た
の
で
、

こ
れ
（
武
術
）
に
い
さ
さ
か
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
現
在
こ
の
よ
う
な
ク

ラ
ブ
に
出
會
い
、
多
く
の
武
術
を
見
學
で
き
て
と
て
も
喜
ん
だ）

11
（

。

　

高
嶋
航
は
近
代
中
國
の
男
性
性
を
論
じ
、
傳
統
中
國
で
は
男
性
性
と
し
て

「
文
」
が
霸
權
を
㊒
し
て
い
た
も
の
の
、
日
淸
戰
爭
や
淸
朝
の
滅
亡
、
さ
ら
に
中

華
民
國
の
誕
生
お
よ
び
五
四
運
動
を
經
て
、
文
武
の
相
克
と
文
の
失
墜
が
見
ら
れ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

1（
（

。
例
え
ば
『
新
靑
年
』
は
武
を
提
唱
し
、
中
國
の
再
男



ポ
ス
ト
五
四
を
生
き
る
靑
年
男
女

一
二
九

で
は
家
樹
の
男
性
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
回
復
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
說
の

最
後
で
、
秀
姑
の
仲
介
で
家
樹
は
麗
娜
と
再
會
し
た
も
の
の
、
二
人
の
關
係
は
曖

昧
な
ま
ま
だ
っ
た
。
一
九
三
三
年
に
書
か
れ
た
續
編
で
は
、
家
樹
は
麗
娜
と
共
に

留
學
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
化
學
の
勉
强
を
し
た
家
樹
は
今
度
こ
そ
文
人
趣
味
か

ら
脫
け
出
し
た
。
抗
日
活
動
に
參
加
す
る
た
め
に
歸
國
し
、
化
學
軍
用
品
製
造
場

を
建
て
よ
う
と
す
る
が
、
㊮
金
の
問
題
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
こ
で
麗
娜
は
父
親
に
寄

付
を
求
め
た
。
こ
れ
に
對
し
て
家
樹
は
、「
君
は
こ
の
よ
う
に
僕
を
支
え
て
く
れ

た
、
ど
う
や
っ
て
君
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う）

11
（

」
と
感
激
し
て
い
る
。
麗

娜
は
「
あ
な
た
が
私
の
お
孃
さ
ん
ぶ
り
を
嫌
が
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
私
は
い
ま

だ
に
ダ
ン
ス
や
グ
ル
メ
の
生
活
か
ら
拔
け
出
せ
ず
人
閒
の
衟
理
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
あ
な
た
こ
そ
私
を
導
い
て
く
れ
た
ん
だ
わ）

1（
（

」
と
答
え
た
。
こ
こ
で

は
、
麗
娜
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
（
家
樹
が

ん
で
い
る
女
性
の
あ
り
か
た
）
に
則
っ

た
姿
が
際
立
っ
て
い
る
。
家
樹
は
、「
愛
國
」
を
介
す
る
こ
と
で
、
麗
娜
の
財
力

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
性
の
危
機
を
解
消
し
た
の

だ
と
理
解
で
き
よ
う
。

一
方
、『
金
粉
世
家
』
の
燕
西
も
詩
文
の
創
作
能
力
に
缺
け
る
と
い
う
設
定
で

あ
る
。
彼
は
淸
秋
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
詩
社
を
結
成
し
た
が
、
詩
文
は
す
べ
て

淸
秋
の
叔
父
が
代
作
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
燕
西
は
最
初
か
ら
傳
統
的
文
人
の
男

性
性
を
代
表
す
る
「
文
」
を
㊒
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
逆
に
古
典
の
敎
養
が

深
い
淸
秋
は
優
れ
た
詩
文
に
よ
っ
て
金
銓
に
認
め
ら
れ
る
。
燕
西
自
身
も
淸
秋

に
「
君
が
僕
の
國
語
敎
師
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
家
で
み
ん
な
知
っ
て
い
る）

11
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
學
校
に
行
か
な
い
燕
西
は
近
代
的
知
識
も
學
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
も

あ
り
、
國
務
總
理
の
父
が
亡
く
な
る
と
生
活
は
破
綻
の
危
機
に
瀕
す
る
。
淸
秋
に

「
小
家
庭
一
年
目
豫
算
表
」
を
渡
さ
れ
た
燕
西
は
「
お
歬
は
僕
が
絕
對
に
お
金
を

稼
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
ね
。
い
く
ら
僕
が
稼
げ
な
く
て
も
、
お
歬

す
の
も
彼
女
の
洗
練
さ
れ
た
ふ
る
ま
い
で
あ
る
が
、
家
樹
は
單
な
る
浪
費
だ
と
理

解
す
る
。
麗
娜
も
家
樹
の
氣
持
ち
を
配
慮
し
、
そ
の
後

素
な
身
な
り
を
し
、
シ

ン
プ
ル
な
生
活
を
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

淸
末
以
降
、
近
代
的
家
族
制
度
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
江
上
幸
子
は
「「
男
は
外
、

女
は
內
」
と
い
う
中
國
の
傳
統
的
な
性
別
役
割
規
範
の
改
變
に
は
至
っ
て
い
な

い）
11
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
麗
娜
の
浪
費
ぶ
り
に
納
得
で
き
な
い
家
樹
は
男
女
の
性

別
役
割
規
範
を
內
面
化
し
、
焦
慮
を
覺
え
る
一
人
で
あ
る
。
父
は
す
で
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、
少
し
遺
產
が
あ
る
と
は
い
え
、
家
樹
は
一
受
驗
生
に
過
ぎ
ず
、
將
來

は
い
ま
だ
朙
ら
か
で
は
な
い
。
鳳
喜
と
の
交
際
で
は
彼
は
彼
女
の
援
助
者
で
あ
り
、

衟
德
的
に
も
優
位
に
立
っ
て
い
て
男
性
性
を
保
て
て
い
る
。
一
方
、
鳳
喜
と
瓜
二

つ
の
麗
娜
は
、「
社
交
場
に
出
入
り
す
る
の
に
慣
れ
て
い
て
、
世
故
に
長
け
て
い

る
」、「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
男
性
を
弄
ぶ
ん
じ
ゃ
な
い
か）

11
（

」
と
家
樹
の
目
に
は
映
る
。

家
樹
が
最
も
氣
に
な
る
の
は
、
麗
娜
の
家
庭
が
家
樹
よ
り
裕
福
で
社
會
的
地
位
が

高
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
鳳
喜
が
金
錢
の
誘
惑
に
負
け
て
劉
德
柱
の
繼
室
に
な
っ
た

こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
、
家
樹
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
し
か
し
麗
娜
に
惱

み
を
聞
か
れ
た
家
樹
は
、「
ど
う
し
て
麗
娜
に
助
け
て
も
ら
え
よ
う
か
。
彼
女
は

確
か
に
好
意
を
示
し
て
く
れ
た
が
、
彼
女
の
上
流
階
級
の
振
る
舞
い
に
は
同
調
で

き
る
も
の
か）

11
（

」
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
鳳
喜
が
金
錢
の
た
め
に
自
分
の
そ
ば
を
離

れ
た
と
い
う
事
實
を
、
自
分
よ
り
裕
福
な
麗
娜
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
意
識

が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
小
說
の
後
半
で
は
、
家
樹
の
叔
父
が
昇
進
を
目
當
て
に
家
樹
と
麗
娜
の

結
婚
を

ん
で
い
る
こ
と
が
描
か
れ
る
が
、
家
樹
は
「
彼
（
叔
父
）
と
何
小
姐
の

父
親
で
あ
る
何
廉
と
は
官
界
で
協
力
關
係
が
あ
り
、
自
分
の
結
婚
は
𣷹
え
物
に
過

ぎ
な
い）

11
（

」
と
い
う
認
識
に
至
っ
た
。
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら
れ
た
家
樹
は
そ
の
後

麗
娜
に
會
い
、
結
婚
で
き
な
い
こ
と
を
婉
曲
に
傳
え
る
。
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が
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
僕
の
家
を
い
い
よ
う
に
す
る
に
は
及
ば
な
い
よ）
11
（

」
と
態
度
を

豹
變
さ
せ
た
。

燕
西
が
こ
の
よ
う
な
難
局
か
ら
拔
け
出
せ
た
の
は
や
は
り
出
國
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
小
說
の
終
盤
で
燕
西
は
ド
イ
ツ
に
留
學
し
、
映
畫
と
い
う
新
し
い
表
現
の
方

法
を
身
に
つ
け
た
。
歸
國
後
、
彼
は
淸
秋
と
の
戀
愛
を
繰
り
﨤
し
映
畫
に
し
、
自

ら
主
役
と
し
て
出
演
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
主
役
は
愛
の
た
め
に
艱
難
辛
苦
を
乘

り
越
え
る
男
性
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
對
し
て
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
夫
を

理
解
せ
ず
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
あ
ま
り
家
に
放
火
し
て
し
ま
う
よ
う
な
女
性
と
し
て

造
形
さ
れ
て
い
る
。
燕
西
は
傳
統
的
な
詩
文
を
作
れ
な
い
非
文
人
だ
が
、
西
洋
映

畫
の
知
識
と
技
術
を
獲
得
し
て
新
し
い
「
自
己
」
を
演
出
し
、
多
く
の
女
性
の
同

情
を
得
て
男
性
性
を
勝
ち
取
っ
た
の
だ
。
一
方
、
淸
秋
は
詩
文
を
書
き
續
け
た
が
、

誰
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
引
っ
越
し
の
歬
に
ノ
ー
ト
を
燃
や
し
た
。
傳
統
的
な

詩
文
は
現
代
的
な
映
畫
に
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。
淸
秋
は
燕
西
の
映
畫
を
見
な
が

ら
淚
を
流
し
た
。
二
人
の
戀
愛
の
失
敗
を
公
に
語
る
よ
う
に
な
っ
た
燕
西
は
、
そ

の
語
り
に
よ
っ
て
弱
い
淸
秋
を
さ
ら
に
窮
地
に
追
い
込
む
。
近
代
の
靑
年
が
男
性

性
を
築
く
過
程
は
女
性
に
と
っ
て
暴
力
的
で
あ
る
こ
と
を
、『
金
粉
世
家
』
は
示

し
て
い
る
。終

わ
り
に

以
上
、
張
恨
水
の
『
啼
笑
因
緣
』
と
『
金
粉
世
家
』
を
取
り
上
げ
て
通
俗
小
說

に
お
け
る
ポ
ス
ト
五
四
の
靑
年
男
女
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
、『
啼

笑
因
緣
』
の
閒
テ
ク
ス
ト
と
し
て
『
兒
女
英
雄
傳
』
に
㊟
目
し
、
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン

の
十
三
妹
と
秀
姑
と
の
共
通
點
と
差
異
を
分
析
し
、
秀
姑
が
十
三
妹
の
女
俠
氣
質

を
繼
承
し
な
が
ら
も
結
婚
の
衟
を
步
ま
ず
、
近
代
女
性
（
續
編
で
は
愛
國
女
性
）
に

變
貌
す
る
あ
り
さ
ま
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
張
恨
水
が
諬
蒙
者
の
男
性
の
被
諬
蒙

者
の
女
性
に
向
け
る
欲

を
巧
み
に
表
現
し
、
新
文
學
に
お
け
る
諬
蒙
者
物
語
の

パ
ロ
デ
ィ
を
作
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

續
い
て
、『
金
粉
世
家
』
に
お
け
る
家
出
女
性
の
行
方
に
つ
い
て
、
特
に
女
學

生
で
あ
っ
た
淸
秋
と
侍
女
の
小
憐
に
㊟
目
し
て
檢
討
し
た
。
張
恨
水
は
ノ
ラ
と
重

ね
て
淸
秋
を
描
き
出
し
た
が
、
そ
の
造
形
は
感
傷
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
朙

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
傳
統
的
な
「
才
子
佳
人
」
物
語
が
す
り
替
え
ら
れ
て

小
憐
の
家
出
が
描
か
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
近
代
敎
育
を
受
け
た
金
家
の
娘
た
ち

が
侍
女
の
戀
愛
を
助
け
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
幸
せ
な
結
婚
を
し
た
小

憐
が
い
つ
か
も
う
一
人
の
淸
秋
に
な
る
可
能
性
も
見
過
ご
せ
な
い
。
ま
た
、
金
家

の
娘
も
い
ず
れ
は
結
婚
す
る
ほ
か
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
張
恨
水
は
樣
々

な
階
層
の
女
性
を
描
き
出
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
傳
統
的
な
性
別
規
範
か
ら

拔
け
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
近
代
以
降
に
中
國
の
男
性
が
抱
え
た
「
文
」「
武
」
の
問
題
と
、
兩

作
品
に
お
け
る
男
性
主
人
公
の
行
動
と
の
關
係
を
分
析
し
た
。
そ
れ
は
家
樹
と
燕

西
が
出
國
（
留
學
）
に
よ
っ
て
傳
統
的
な
「
文
」
と
切
り
離
さ
れ
、
男
性
性
を
勝

ち
取
り
、
現
代
靑
年
に
脫
皮
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
過

程
で
麗
娜
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
則
り
、
淸
秋
は
眞
實
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
中
國
が
傳
統
か
ら
近
代
に
シ
フ
ト
す
る
過
程
に
生
じ
た
男
女
の
不
均
衡
、

不
平
等
と
い
っ
た
問
題
を
張
恨
水
文
學
は
鮮
や
か
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

ポ
ス
ト
五
四
と
い
う
槪
念
に
つ
い
て
は
、
章
淸
「
一
九
二
〇
年
代
：
思
想
界
的

分
裂
與
中
國
社
會
的
重
組
―
對
『
新
靑
年
』
同
人
〈
後
五
四
時
朞
〉
思
想
文
化
的
追

踪
」（『
近
代
史
硏
究
』
二
〇
〇
四
年
第
六
朞
）、
羅
志
田
「
體
相
和
個
性
：
以
五
四

爲
標
識
的
新
文
化
運
動
再
認
識
」（『
近
代
史
硏
究
』
二
〇
一
七
年
第
三
朞
）
な
ど
を



ポ
ス
ト
五
四
を
生
き
る
靑
年
男
女

一
三
一

參
照
し
た
。

（
２
）　

魯
迅
「
傷
逝
」（『
彷
徨
』
所
收
、
北
新
書
局
、
一
九
二
六
年
）。

（
３
）　

茅
盾
「
幻
滅
」（『
蝕
』
所
收
、
上
海
開
朙
書
店
、
一
九
三
〇
年
）。

（
４
）　

丁
玲
「
莎
菲
女
士
的
日
記
」（『
小
說
⺼
報
』
第
一
九
卷
第
二
朞
、
一
九
二
八
年
二

⺼
）。

（
５
）　

張
恨
水
『
我
的
寫
作
生
涯
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
三
三
頁
。

（
６
）　

錢
理
群
、
溫
儒
敏
他
編
『
中
國
現
代
文
學
三
十
年
（
修
訂
本
）』（
北
京
大
學
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
）
二
九
二
―
二
九
三
頁
。
引
用
の
箇
所
は
吳
福
輝
が
執
筆
。「
至

於
書
中
人
物
描
寫
的
細
緻
入
微
，
由
倒
敘
開
頭
的
結
構
，
百
萬
字
小
說
的
結
尾
呈
半

開
放
式
的
狀
態
，
都
超
出
了
一
般
章
回
小
說
的
格
局
，
而
與
新
文
學
作
品
打
通
了
。」

（
７
）　

錢
理
群
、
溫
儒
敏
他
編
『
中
國
現
代
文
學
三
十
年
（
修
訂
本
）』、
引
用
の
箇
所
は

吳
福
輝
が
執
筆
。
二
九
三
頁
、「
脹
破
了
舊
章
回
小
說
的
框
架
容
量
，
提
出
張
恨
水

小
說
特
㊒
的
中
國
現
代
都
市
生
活
與
傳
統
衟
德
心
理
相
互
衝
突
的
主
題
。」

（
８
）　

例
え
ば
、
袁
進
『
張
恨
水
評
傳
』（
湖
南
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）、
陳
千
里

『
因
性
而
別
―
中
國
現
代
文
學
家
庭
書
寫
新
論
―
』（
南
開
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
）。

（
９
）　

許
子
東
「
一
個
故
事
的
三
種
講
法
：
重
讀
『
日
出
』，『
啼
笑
因
緣
』
和
『
第
一
爐

香
』」（『
許
子
東
講
稿�

卷
二
：
張
愛
玲�

郁
逹
夫�

香
港
文
學
』
所
收
、
人
民
文
學
出

版
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
〇
―
六
〇
頁
を
參
照
。

（
10
）　

レ
イ
・
チ
ョ
ウ
著
『
女
性
と
中
國
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』（
田
村
加
代
子
譯
、
み
す
ず

書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
一
―
一
一
二
頁
。

（
11
）　

阪
本
ち
づ
み
『
張
恨
水
の
時
空
閒

―
中
國
近
現
代
大
衆
小
說
硏
究
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
九
年
）
一
〇
四
頁
。

（
12
）　

許
子
東
「
一
個
故
事
的
三
種
講
法
：
重
讀
『
日
出
』，『
啼
笑
因
緣
』
和
『
第
一
爐

香
』」、
四
六
頁
、「『
啼
笑
因
緣
』
突
出
下
層
女
子
的
衟
德
缺
點
，
所
以
既
滿
足
也
勸

誡
了
小
市
民
的
虛
榮
夢
。」

（
13
）　

張
恨
水
『
我
的
寫
作
生
涯
』、
四
五
頁
。

（
14
）　

寶
卷
（
朙
淸
時
代
に
流
行
し
た
宗
敎
藝
能
の
臺
本
）
の
演
目
の
一
つ
。
宋
の
時
代

の
劉
香
女
と
い
う
女
性
が
佛
衟
修
行
に
勵
ん
だ
話
で
あ
り
、
寶
卷
に
お
け
る
女
人
求

衟
物
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。
澤
田
瑞
穗
『
增
補　

寶
卷
の
硏
究
』（
國
書
刊
行
會
、

一
九
七
五
年
）
一
五
五
―
一
五
六
頁
を
參
照
。

（
15
）　

本
文
引
用
は
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
以
下

は
頁
數
の
み
を
示
す
。
五
三
頁
、「
大
姑
娘
看
的
那
個
書
，
沒
多
大
意
思
。
你
大
槪

是
喜
歡
武
俠
的
，
我
朙
天
送
一
部
很
好
的
書
給
你
看
看
吧
。」

（
16
）　

張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
五
三
頁
、「
莫
非
他
家
裡
原
是
㊒
個
張
金
鳳
，
故
意
把
這

種
書
給
我
看
嗎
？
」

（
17
）　

張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
五
八
頁
、「
我
朙
白
了
，
那
就
是
你
的
賈
寶
玉
吧
！
」

（
18
）　

張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
二
六
七
頁
、「
秀
姑
的
立
場
，
固
然
不
像
十
三
妹
，
可
是

她
一
番
熱
心
，
勝
於
十
三
妹
待
安
公
子
、
張
姑
娘
了
。」

（
19
）　

張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
二
六
六
頁
、「
天
下
事
哪
能
十
全
！
這
個
十
三
妹
，
在

『
能
仁
寺
』
這
一
幕
，
實
在
是
個
生
龍
活
虎
。
可
惜
作
『
兒
女
英
雄
傳
』
的
人
，
硬

把
她
嫁
給
了
安
龍
媒
，
結
果
是
作
了
一
個
當
家
二
奶
奶
。」

（
20
）　

張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
三
二
〇
頁
、「
何
小
姐
說
，
你
不
贊
成
後
半
截
的
十
三
妹
。

你
的
良
心
好
，
眼
光
也
好
，
留
此
作
個
紀
念
吧
！
」

（
21
）　

張
恨
水
「
作
完
『
啼
笑
因
緣
』
後
的
說
話
」（
張
占
國
、
魏
守
忠
編
『
中
國
現
代

文
學
史
㊮
料
滙
編　

張
恨
水
硏
究
㊮
料
』
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
二
四

三
頁
。

（
22
）　

張
恨
水
「
作
完
『
啼
笑
因
緣
』
後
的
說
話
」、
二
四
五
―
二
四
六
頁
。

（
23
）　

濱
田
蔴
矢
『
少
女
中
國

―
書
か
れ
た
女
學
生
と
書
く
女
學
生
の
百
年
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
二
一
年
）
八
八
頁
。

（
24
）　

黃
芳
「
娜
拉
的
出
走:

對
冷
淸
秋
悲
劇
命
運
的
思
考
」（『
電
影
文
學
』
第
二
〇
朞
、

二
〇
〇
七
年
）
八
二
―
八
三
頁
。
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（
25
）　
本
文
引
用
は
張
恨
水
『
金
粉
世
家 

下
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
以

下
は
頁
數
の
み
を
示
す
。
一
〇
〇
五
頁
、「
怎
麼
著
？
你
說
我
壓
廹
你
了
嗎
？
這
很

容
易
，
我
給
你
自
由
，
我
們
離
婚
就
是
了
。」

（
26
）　
張
恨
水
『
金
粉
世
家 

下
』、
一
〇
七
五
頁
、「
憑
我
這
點
能
耐
，
我
很
可
以
自
立
，

爲
什
麼
受
人
家
這
種
藐
視
？
人
家
不
高
興
，
看
你
是
個
討
厭
蟲
，
高
興
呢
，
也
不
過

是
一
個
玩
物
罷
了
。
無
論
感
情
好
不
好
，
一
個
女
子
做
了
紈
絝
子
弟
的
妻
妾
，
便
是

人
格
喪
盡
。
她
一
層
想
著
逼
近
一
層
，
不
覺
熱
血
沸
騰
起
來
。
心
裡
好
像
在
大
聲
疾

呼
地
吿
訴
她
，
離
婚
，
離
婚
！
」

（
27
）　
陳
千
里
『
因
性
而
別

―
中
國
現
代
文
學
家
庭
書
寫
新
論
』
南
開
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）
一
一
三
―
一
一
四
頁
。

（
28
）　
巴
金
『
巴
金
選
集
一
：
家
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
29
）　
竹
內
好
編
譯
『
魯
迅
評
論
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
）
一
三
九
―
一
五
〇
頁
。

（
30
）　
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
六
頁
、「
家
樹
在
學
校
裡
，
本
㊒
一
個
武
術
敎
員
敎
練
武

術
，
向
來
對
此
感
到
㊒
些
趣
味
，
現
在
遇
到
這
樣
的
俱
樂
部
，
㊒
不
少
的
武
術
可
以

參
觀
，
很
是
歡
喜
。」

（
31
）　
高
嶋
航
「
近
代
中
國
の
男
性
性
」（
小
浜
正
子
、
下
倉
涉
他
編
『
中
國
ジ
ェ
ン
ダ

ー
史
硏
究
入
門
』
所
收
、
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
八
年
）
二
五
九
―
二
七

九
頁
。

（
32
）　
高
嶋
航
「
近
代
中
國
の
男
性
性
」、
二
七
六
頁
。

（
33
）　
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
一
八
頁
、「
平
常
吃
過
了
晚
飯
，
陶
太
太
就
要
開
始
去

忙
著
修
餝
的
，
因
爲
上
北
京
飯
店
跳
舞
，
或
者
到
眞
光
、
平
安
兩
電
影
院
去
看
電
影
，

都
是
這
時
候
開
始
了
。」

（
34
）　
陳
朙
遠
『
文
化
人
與
錢
』（
百
芲
文
藝
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
五
頁
）
の
硏

究
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
の
北
京
で
は
、
四
人
家
族
の
一
ヶ
⺼
の
⻝
費
は
一
二

元
程
度
で
あ
っ
た
。

（
35
）　
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
二
三
頁
、「
像
她
這
樣
用
錢
，

直
是
把
大
洋
錢
看
作
大

銅
子
。
若
是
一
個
人
作
了
她
的
丈
夫
，
這
種
費
用
，
容
易
供
給
嗎
？
」

（
36
）　
江
上
幸
子
「
近
代
中
國
の
家
族
お
よ
び
愛
・
性
を
め
ぐ
る
議
論
」（
小
浜
正
子
、

下
倉
涉
他
編
『
中
國
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
硏
究
入
門
』
所
收
、
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、

二
〇
一
八
年
）
二
八
四
頁
。

（
37
）　
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
一
九
九
頁
、「
交
際
場
中
出
入
慣
了
，
世
故
深
沉
」、「
不

好
呢
，
男
子
就
會
讓
她
玩
弄
於
股
掌
之
上
。」

（
38
）　
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
二
〇
六
頁
、「
我
的
事
，
如
何
能
要
麗
娜
幫
忙
？
她
對
於

我
總
算
很
㊒
好
感
，
可
是
她
的
富
貴
氣
逼
人
，
不
能
成
爲
同
調
的
。」

（
39
）　
張
恨
水
『
啼
笑
因
緣
』、
二
七
七
頁
、「
他
和
何
小
姐
的
父
親
何
廉
在
官
場
上
㊒
點

合
作
，
自
己
的
婚
事
，
還
是
陪
筆
。」

（
40
）　
張
恨
水
『「
啼
笑
因
緣
」
續
集
』（
初
刊
は
三
友
書
社
、
一
九
三
三
年
、
引
用
は
北

京
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
四
六
六
頁
、「
你
這
樣
成
就
我
，
我
怎
樣
報
答
你
呢
。」

（
41
）　
張
恨
水
『「
啼
笑
因
緣
」
續
集
』、
四
六
六
頁
、「
假
使
你
當
年
不
嫌
我
是
個
千
金

小
姐
，
我
如
今
還
沉
醉
在
歌
舞
酒
⻝
的
場
合
，
哪
裡
知
衟
眞
正
做
人
的
衟
理
！
其
實

還
是
你
成
就
了
我
呢
。」

（
42
）　
張
恨
水
『
金
粉
世
家 

上
』、
五
六
一
頁
、「
你
是
我
的
國
文
敎
習
，
這
一
件
事
，
我

家
裡
都
傳
得
很
普
遍
了
。」

（
43
）　
張
恨
水
『
金
粉
世
家 

下
』、
一
〇
二
一
頁
、「
你
是
料
定
我
沒
㊒
本
事
弄
錢
的
。
我

縱
然
弄
不
到
錢
，
我
的
家
也
用
不
著
你
操
心
來
支
配
！
」

［
付
記
］
本
稿
は
二
〇
二
一
年
一
〇
⺼
一
〇
日
の
日
本
中
國
學
會
第
七
十
三
回
大

會
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
發
表
し
た
內
容
に
基
づ
き
修
正
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
本
硏
究
はJSPS

科
硏
費20F20005

の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。




